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　陽春の候、新入生の初々しくも希望に満ちた姿を目にし、大変喜ばしく思うこの頃です。皆様にお

 

かれましても、新年度を迎え日々邁進の事と存じます。一方では、1年以上経過後もなかなか復興の

 

進まない東日本大震災のガレキ処理、福島原発に端を発した電力問題など、未だ多くの課題残って

 

おります。｢東日本の復興なくして日本の成長はない｣を方針に、早期対策を願うばかりです。

 

　さて、刈谷市議会の３月議会では、平成２４年度の予算を中心とする審議が行われ、経済環境大

 

変厳しい状況でありますが｢防災、福祉、子育て｣を重点とした年度計画を確認・承認いたしました。

 

今年度も市民の皆様に｢住み良い刈谷｣を実感頂けるよう努力してまいります。引き続きのあたたか

 

いご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。
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いご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。

ごあいさつ

　　　　　４６３億７千万円　　　　　４６３億７千万円

平成２４年度一般会計予算

（対前年比▲１６億４千万　▲３．４％）

※詳細は裏面をご覧ください

■大手公園の整備（防災公園）
(旧アイリスホール跡地)

■定住自立圏共生ビジョン

刈谷市、知立市、高浜市、

 

東浦町が、圏域全体とし

 

て利便性の向上をはかる

 

ため制定しました

 

刈谷市、知立市、高浜市、

 

東浦町が、圏域全体とし

 

て利便性の向上をはかる

 

ため制定しました

【病診連携事業】

◆地域医療連携ネットワー

 

　　クの構築

◆地元の診療所から診療

 

　予約などが行えるなどの

 

　患者へのサービス向上

【広域行政の推進】

◆ｺﾐｭﾆﾃｨｰﾊﾞｽの相互乗り入れ

◆公共施設の相互利用の促進

　　　　　　　　　　　　　　　　など

災害時の様々な

 

復旧支援活動が

 

できる設備を備え

 

る公園です

 

・テント、簡易ﾄｲﾚ

・ベンチ式釜戸

・耐震性貯水槽等

災害時の様々な

 

復旧支援活動が

 

できる設備を備え

 

る公園です

・テント、簡易ﾄｲﾚ

・ベンチ式釜戸

・耐震性貯水槽等

■低公害車補助事業

　◆ＥＶ/ＰＨＶ：15万円/台　天然ガス/ＨＶ：5万円

　※補助を廃止する市が多い中、環境意識の維持のため継続

平成２４年度の主要事業

■災害ハザードマップの再構築

　◆国・県の指針と併せ刈谷独自の調査で年度内に作成予定



平成２４年度一般会計予算

本年度 前年度

一 般 会 計 463億7,000万円 480億1,000万円

特 別 会 計 237億2,073万円 223億9,227万円

企 業 会 計 35億7,865万円 41億5,194万円

合 計 736億6,938万円 745億5,421万円

□総額予算 □一般会計歳入

□一般会計歳出

◆防災、子育て支援関連を重点

◆中小企業支援など将来の雇用を確保

◆小中学校の老朽化対応　など

◆防災、子育て支援関連を重点

◆中小企業支援など将来の雇用を確保

◆小中学校の老朽化対応　など

安心で笑顔を築く生活充実予算

３月定例議会報告　開期：2/16～3/22

■第7次刈谷市総合計画の５つの施政方針

　

 

⇒都市と自然が織りなす住みよいまちづくり

　

 

⇒生きる力を育み生きる喜びを実感できるまちづくり

　

 

⇒人と技術で賑わいを創り笑顔で働き続けられるまちづくり

　

 

⇒支えあいみんなが元気で安心して暮らせるまちづくり

　

 

⇒市民と行政の信頼と協働で築くまちづくり

■命の尊さ、耐える力、人を思いやる心、礼節

 

　　今まで以上に重点に置く教育行政方針

　⇒確かな学力（少人数学級など）

　⇒ゆたかな心（読書ﾀｲﾑなど）

　⇒体力の向上（22年～五ヵ年計画）

■刈谷市暴力団排除条例の制定について

■刈谷市国民健康保険条例の一部改定について

■刈谷市介護保険条例の一部改正について

■平成24年度刈谷市一般会計予算

※平成２４年度の施政/教育方針・事業内容・予算を審議

【施政／教育方針】 【主な議案内容】

可

約５％の負担増。高齢化等による医療費の増加により慢

 

性的財源不足。平成25年度末には、約４９億の累積赤字

 

見込み。過去より税率を上げている市もあるが、刈谷は据

 

え置いてきた。必要な税率は１１％と試算するが、市民負

 

担を考え一般会計から繰入しアップ率を５％と抑止

第一号被保険者（６５歳以上）の介護保険料が約２０％増。

 

刈谷市の要介護者数は、３,５１９人（H23/10)と、この10年

 

で約2.6倍。今後平成50年頃をピークまでさらに負担が重く

 

なると考えます

可

可

（）内は前年比

（）内は前年比

さらに・・・教員の指

 

導力、不登校対策、

 

外部指導者の活用、

 

要特別支援の補助

 

員の配置など充実

 

さらに・・・教員の指

 

導力、不登校対策、

 

外部指導者の活用、

 

要特別支援の補助

 

員の配置など充実 可

住民税など

301億2300万円
(+0.8%)

分担金負担金など

43億7600万円
(+19.6%)

地方譲与税など

24億7600万円
(▲8.7%)

給食費などの諸収入

19億1900万円
(▲0.1%)

市債（借金）

4億1300万円
(▲77.8%)

国県支出金

70億8300万円
(▲11.5%)

借金返済
25億6400万円

(▲5.2%)

農林水産業
19億4800万円

(▲5.2%)

消防防災
15億7900万円

(+11.2%)

議会運営
4億2300万円
(▲15.8%)

広報・総務など
43億6400万円

(▲13.4%)

保険衛生
53億3000万円

(+6.6%)

教育・生涯学習費
70億2400万円

(▲12.4%)

道路災害対策
72億600万円

(+4.8%)

社会福祉
159億3200万円

(▲3.3%)

◆昨年度経済状況が厳しい状況ではあっ

 

たものの、業績堅調だったため、市税収入

 

０．８％の増加を見込む

 

◆市債発行を4億円程度に（昨年18億円）

◆昨年度経済状況が厳しい状況ではあっ

 

たものの、業績堅調だったため、市税収入

 

０．８％の増加を見込む

◆市債発行を4億円程度に（昨年18億円）



平成２４年度の主な事業

常任委員会（文教）報告

□同報系防災無線整備

□小中学校改修等

□認可外保育補助

◆事業費：１，２００万円

◆内容：５２０基の切替（刈谷市全体で７，７００基有）

□ 防犯灯のＬＥＤ化

◆事業費：７,７６０万円（内国庫支出金　3,500万円）

◆内容：　津波危険地域や浸水想定区域等に　

 

　　　　　　緊急情報を屋外拡声器により市民へ

 

　　　　　　伝達する機器の設置

※防災関連では備蓄倉庫を、北部地域（旧JA東境支店

 

跡地）に整備する。また防災リーダーを育成する事業を

 

充実させます。現在刈谷22地区の内、9地区には防災

 

リーダーが不在です。今以上に危機意識の向上を！

 

※防災関連では備蓄倉庫を、北部地域（旧JA東境支店

 

跡地）に整備する。また防災リーダーを育成する事業を

 

充実させます。現在刈谷22地区の内、9地区には防災

 

リーダーが不在です。今以上に危機意識の向上を！

◆事業費：２，９７８万円

◆内容：　認可保育所に入所できなかった３歳未

 

　　　　　　満の児童が、対象認可外保育所に入　

 

　　　　　　所した場合、保護者の所得に応じ上限

 

　　　　　　３６，０００円/月の補助を行う
『認可外保育施設利用料補助金基準額表』

補助金上限額
区分 （月額）

Ｂ 市町村民税非課税世帯
Ｃ 市町村民税課税世帯 28,000円
Ｄ１ 10,000円未満
Ｄ２ 10,000円以上19,000円未満
Ｄ３ 19,000円以上50,000円未満 16,000円
Ｄ４ 50,000円以上75,000円未満 9,000円
Ｄ５ 75,000円以上94,000円未満
Ｄ６ 94,000円以上153,000円未満
Ｄ７ 153,000円以上541,000円未満
Ｄ８ 541,000円以上

階層区分
定義

Ａ

生活保護法（昭和２５年法律第１４４号）による被
保護世帯（単給世帯を含む。）および中国残留邦人等
の円滑な帰国の促進および永住帰国後の自立の支援
に関する法律（平成６年法律第３０号）による支援
給付受給世帯

35,000円
所得税非課税世帯

所得税課税世帯

21,000円

0円
◆事業費：３億７，３５８万円

◆内容：　衣浦小西校舎の改修、児童ｸﾗﾌﾞ拡大

　　　　　　刈谷南中北校舎の改修

　　　　　　富士松東小の南校舎増築

※わが家の地震対策では木造住宅無料診断、改修補

 

　助あります。東海3連動地震に備えて安心！！

 

※わが家の地震対策では木造住宅無料診断、改修補

 

　助あります。東海3連動地震に備えて安心！！

【議案第10号】刈谷市公民館条例の一部改正について

主旨）社会教育審議会に公民館運営審議会を統合することに

 

よる改訂。平成11年の地方自治法改正により廃止可能

Ｑ．審議会統合は、合理的で良い事である。しかし、何故今回

 

　　実施するのか。もっと早く対応できたのではないのか

Ａ．生涯学習のニーズなどが当時は不透明。総合文化センター

 

など施設の整備が完了し、良い機会となったため

【議案第11号】刈谷市図書館条例の一部改正について

主旨）図書館法改訂により、協議会のﾒﾝﾊﾞｰ選定の追記

Ｑ．利用者ｻｰﾋﾞｽの向上も協議会で検討されるか。具体例は？

Ａ．返却ポストが夜間暗いとの意見があり、ソーラーセンサー　

 

　ライトを設置。書籍予約の順番、図書館毎の予約状況が　　

 

　確認できるように改善など実績あり

※文教委員会：学校教育部、生涯教育部に関わる事項の審査

【議案第18号】平成24年度刈谷市一般会計予算（該当分）

◆放課後子どもプラン事業（拡充）　：　予算１，４０６万円

　新規　：　日高小学校

　既設　：　小高原、富士松北、小垣江、朝日、衣浦小学校

【委員会にて事業内容と予算を確認】

Ｑ．平成24年度の新規事業の｢子ども相談センター

 

　　事業｣について、今も育児、いじめ問題など多

 

　　くの相談所がある。ｻｰﾋﾞｽが多岐に渡っている

 

　　が故、わかりにくい面があると思う。この事業　

 

　　が、すべての窓口として機能させるのか

Ａ．｢子どもに関する相談はまずここへ｣と相談へ　

 

　　の迷い・垣根を解消する。また必要に応じ専門

 

　　機関へ連携していく機能とする

Ｑ．図書館の利用人数は？

Ａ．中央、富士松、城町図書館の３館で５３万人／

 

　　年の利用者がある。約１，９００人／日と換算

Ｑ．中央図書館の例で、自習室が満員で利用でき

 

　　ない。他市と比較しｽﾍﾟｰｽの問題は無いか。ま

 

　　た、冬季は利用時間１８時までだが、夏季と同

 

　　じ１９時までにならないか。

Ａ．日没が早く、安全管理の面、利用者数が少な

 

　　いと予想（２０～３０名程度）している。各市の　

 

　　状況、ニーズの把握し今後の検討課題とする

※詳細は市役所のホームページで確認ください

※詳細は市役所のホームページで確認ください

事業内容の確認と改善要望を提出



活動トピックス

くらしの相談
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E-Mail　：　nakaji@msp.aisin.co.jp 

中嶋　よしゆき後援会

〒４４８－００２１　刈谷市八軒町２－７５番地１

ＴＥＬ（０５６６）２４－８８３１　ＦＡＸ（０５６６）２４－１６７５

 

E-Mail　：　nakaji@msp.aisin.co.jp

市消防観閲式

幼稚園卒園式

野田祈念祭

小学校卒業式

社会保障勉強会

保育園卒園式

はやぶさ帰還カプセル展示

刈谷っ子ギャラリー

アイシン精機消防観閲式

知立市議会の報告会

傍聴参加

刈谷市婦人会大会

幼稚園生活発表会

双葉小環境教育

野田地区防災訓練

新成人の集い

野田地区入魂式

道州制セミナー

理科研究発表会

ちびっ子絵画展

平成環境教育

春取研修会（ＡＩ，ＡＷ，ＡＴ）

衣浦東部広域行政圏講演会

１／８　　

１５

２０

２１

２５

２８

２８－３０

３１

２／１　　

４

７

９

１７

１９

３／１１　　

１６

１８

１９

２０

２６

３０

アイシン精機春取研修会の様子 環境学習成果のエコ新聞発行 アイシン精機の消防観閲式 東刈谷幼稚園の卒園式

野田防災訓練で、毛布

 

の担架を作成実演

２／１９

３／１６２／１１／２８１／２８－３０

１．松栄町付近の交差点改善

同等幅の交差点で、双方とも一旦停止標識無し。地区の合意で停止

 

方向を取決めて、標識を設置し、安全を確保できた

２．アドヴィックス本社角地の改善

アドヴィックス本社北東角が、植栽により確認できず、衝

 

突の危険性があった。改善により危険を回避しました

トヨタ車体の管

 

理地であり、車

 

体の市議経由

 

で剪定依頼。

 

人の目線の高

 

さまで下げても

 

らいました

 

トヨタ車体の管

 

理地であり、車

 

体の市議経由

 

で剪定依頼。

 

人の目線の高

 

さまで下げても

 

らいました

３．下重原交差点改善

交差点の専用レーン化が完了

慢性的渋滞の緩和できました

愛知県道路交通法施行細則の一部改正

罰則：５万円以下の罰金

●自転車運転中の携帯電話の禁止

　　※メールなどの携帯電話注視も禁止

●大音量でイヤホン等を使って音楽　

 

　等を聴くなど、安全運転に必要な音

 

　や声が聞こえない状態での自転車

 

　運転の禁止

Ｈ２４／４／１～

注注 情　報注注

●Ｒ４１９の４車線化が年内に完了

 

予定。もう少し早いかも・・

●Ｒ２３の４車線化（藤井ｲﾝﾀｰ）は

 

年度内完成の見込み

●東刈谷３丁目、沖野、南沖野付近

 

を｢ゾーン３０｣に指定。その地区内

 

すべてが３０キロ制限となる予定

知
立
バ
イ

 

パ
ス 東刈谷小

カムイ

野田公園

サント併せて、このエリアの

 

カーブミラー設置、防

 

犯灯設置も重点で取り

 

組み、さらに安全なモ

 

デル地区を目指します

 

併せて、このエリアの

 

カーブミラー設置、防

 

犯灯設置も重点で取り

 

組み、さらに安全なモ

 

デル地区を目指します
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